
歴史文化基本構想

保存活用のための取り組み

姫路市【兵庫県】

■策定年月：平成24年３月■人口：532,249人■面積：534.35㎢
■担当課：姫路市教育委員会文化財課（平成30年3月現在）

姫路は、古くから経済、政治など多方面で、常に重要な位置を占めた「大国 播磨の中心」としての役割を
担ってきた。その恵まれた地理的歴史的な環境から、姫路城など多種多様な歴史文化遺産が残されている。
これらを再発見、再認識し、生きた遺産として活用し、未来に引き継ぎ、新しい「ふるさと・ひめじ」の創
造に寄与するための基本方針を示している。

大国播磨の中心、日本の宝・世界の宝、時代を駆ける、
伝承と伝説、魁

・「保存活用重点区域」の設定と相互
のネットワーク化

・市民、民間企業等、行政の密接な連
携による構想の推進

・適切な保存管理の推進
・新たな保護の仕組みづくり
・関連文化財群の活用

文化財の適切な保存活用の推進

地域に残る伝承や周辺環境など、従来の文化財の
範疇に含まれず、カバーできていないものも多く
ある。市民から一定の評価や支持を受けているも
のについて、他の事例を参考にしながら、新たな
保護の仕組みづくりを検討する。

新たな歴史文化遺産保護の仕組
みづくり

関連文化財群の活用 新たな関連文化財群の研究等

指定等文化財を確実に保存していくとともに、新
たな核となる候補についての調査・研究を行って
いく。建造物や史跡等の個別の構成資産について
は、適切な保存活用を進める。関連文化財につい
ての包括的な保存活用のあり方について検討して
いく。

新たな関連文化財群について研究を進めるととも
に、既存の行事等を再度位置づける。他都市の歴
史文化遺産との交流や連携により、新たなストー
リーの創出についても研究していく。

関連文化財群のストーリーが市民にとってわかり
やすく、身近に感じられるよう、パンフレットや
地図、サイン・説明板等の整備を進めるとともに、
ＡＲやＣＧなどのデジタル情報の開発と連携、質
の高い体験プログラムの開発を進める。



策定後の成果（見込まれる効果）

関連文化財群

姫路の歴史文化遺産を貫く大きなテーマ
を「大国 播磨の中心」とし、これらか
ら導き出される関連文化財群を設定。
根幹をなす大きなストーリーとして、播
磨の古代を代表する歴史文化遺産の一つ
風土記を取り上げた「神話と伝説」、近
世城郭遺構の代表である姫路城のストー
リー「近世の武家社会」の２つとした。
これ以外に、円教寺をはじめとする仏教
信仰をテーマとしたものなど４つのス
トーリーを例示した。

❶神話と伝説 ～播磨風土記の世界～

❷近世の武家社会 ～姫路城物語～

❸みほとけの世界

❹中世赤松氏の城跡と関連文化財群

❺天下の軍師黒田官兵衛

❻新生国家づくり

文化財は、地域のアイデ
ンティティの核となるも
のであり、歴史的建造物
や史跡等は地域のシンボ
ルとして、まちの魅力を
増大させ、活力を向上さ
せるための生命線ともい
えるものである。歴史文
化基本構想は、この根幹
を成すものとして位置づ
けられ、今後の「ふるさ
と・ひめじ」のまちづく
りへ活かしていくための
基本方針となっていく。
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歴史文化遺産の活用のた
めには、主体となる担い
手の育成が欠かせない。
新たな担い手をつくると
ともに既に担い手となっ
た人たちにも、より高度
な知識の習得や研鑽を可
能としている。また、将
来を担う子どもたちが歴
史文化遺産に直接触れ、
肌で感じる体験を促進す
ることにより、郷土への
理解を深め、愛着と誇り
を醸成していくことが期
待できる。

市民団体やＮＰＯ法人等、
学識経験者、建築士、ヘ
リテージマネージャ等に
よる活動と行政による支
援をさらに促進するとと
もに、相互のネットワー
クにより、地域づくりが
全市的に広がっている。
また、これまで行われて
きた観光や地域の特産品
などの開発についても、
歴史文化遺産の取り組み
に再度位置づけ、新たな
ひめじブランドの開発が
期待できる。


